[image: image1.png]


あんじん安心 「安心」は、仏教では「あんじん」と読みならわし、恐怖や不安から解放され、心安んじて生きていけ る」（『教行信証』証巻）などとも言う。また、仏徳の一つとして「 無畏 ( むい ) 」が説かれるよう 怖なぜこのような言葉で信仰の世界が表現されるのかと言えば、それだけ人間の世界は苦しみや不安や によって不安や苦しみを解消しようとするのでなく、病や戦争のただ中に身を置いたまま、その不安や
病や貧困は不幸であり、富や健康は幸福をもたらすという一種の迷信が、さまざまな似非「宗教」を生
な世界が確かにあるのだ。そうでなければ、老いて病のうちに死んでいくのが普通である人間は、皆な 底しかし、だからと言って病や貧困や戦争を無くそうとする努力を無視し軽蔑することも仏教の世界の
しみや苦しみ、不安や怒りがある。そして、それゆえにそれらの無い世界を求める心や努力の底に、末 る境地をいう。そのような世界が開かれることを、信心、信仰の証しとし、たとえば「安心の宅に至
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しみや苦しみ、不安や怒りがある。そして、それゆえにそれらの無い世界を求める心や努力の底に、末
祥月法要とは、祥月命日（故人が往生された月のご命日）をご縁として仏法に遇い、阿弥陀さまの 恩徳に報謝する思いでお勤めする法要です。
日時： 10 月 1日　 11 月 5日（英語：午前１１時から） ( 日本語：午後１時から ) 場所：トロント仏教会
※ 子ども会は、毎週日曜日： 10 時 15 分より始まります。
ZOOM での参拝を希望される方は、その旨を <tbc@tbc.on.ca> までお知らせください。 寺院事務所から zoom link を送らさせていただきます。
故人が祥月でない方もご遠慮なくご参拝下さい。 

　 しょうり勝利と あんじん安心
　先月の９月から新しい学校やクラス、職場に通い始めた人も多くいるかと思う。 　新しいことが始まるのは、ワクワクする楽しいことでもあるが、同時にドキドキする不安 なことでもある。私の場合は、後者の不安の方が楽しい気持ちよりも大きかった。 　子どもの頃にドリームカムトゥルーの歌を聞いてからは、手のひらに「大丈夫」と３回書 いて、自分に「僕は大丈夫」と言い聞かせるほどだった。 　しかし、「大丈夫」と幾度と手のひらに書いても、なかなか安心できないのが正直なとこ ろだ。
　 　
　 しょうり勝利と あんじん安心
　例えば、新しい学校やクラス替えがあった教室に行くのは、不安な気持ちでいっぱいだっ た。しかし、隣の男の子が友達になろうと声をかけてきてくれてからは、いままで抱いてい
なことでもある。私の場合は、後者の不安の方が楽しい気持ちよりも大きかった。 　子どもの頃にドリームカムトゥルーの歌を聞いてからは、手のひらに「大丈夫」と３回書 いて、自分に「僕は大丈夫」と言い聞かせるほどだった。 　しかし、「大丈夫」と幾度と手のひらに書いても、なかなか安心できないのが正直なとこ
て安心感を得ているということだ。 　自分自身の力のみで本当の安心感を得るのは、とても難しい。だが、何かもしくは誰かか らの慈しみや親切心を感じ取ったとき、私たちはいとも簡単に安堵させられるものである。 　誰かに安心を与えることを、仏教では、「 すぐ勝れた りやく利益（勝利）」の一部であ ると考える。ただ、現代において「勝利」という言葉は、何かに打ち勝つという意味で使わ れることがほとんどだ。 　勝利の対義語は何かと問われると、ほとんどの人が「敗北」と答えるだろう。しかし対義
　新しいことが始まるのは、ワクワクする楽しいことでもあるが、同時にドキドキする不安 なことでもある。私の場合は、後者の不安の方が楽しい気持ちよりも大きかった。 　子どもの頃にドリームカムトゥルーの歌を聞いてからは、手のひらに「大丈夫」と３回書 いて、自分に「僕は大丈夫」と言い聞かせるほどだった。 　しかし、「大丈夫」と幾度と手のひらに書いても、なかなか安心できないのが正直なとこ 　このことを勉強していたとき、寺本先生からある本を読むように勧められた。それは、や なせたかし氏が著した「アンパンマンの遺書」という本である。 　アニメにおけるアンパンマンは、町の人々をバイキンマンから守るために、必殺技のアン パンチを繰り出す。バイキンマンは「バイバイキィ～ン」の捨て台詞とともにどこかへ飛ん
でいってしまう。アンパンマンの活躍 一般的にいう「勝利」 でみんなが笑顔になる。し
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